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2) A. Smith， Weal幼 ofNations， Modern Liurary， p. 61，大内桂川訳， (1)， 214ベジ，
A. Hilferding， D由民nanzka戸tal，1955. 55. 34-3-344，林要訳. 381-2ベージ，セレプリャ
"-' 7 r独占資本と物価J1940午;飯田繁「物価の理輪的研究J1949年，常盤政治!独占価格論z









'4) スタ リン「社会主義の睦済的諸問題J1952字。論争の経過j 文献は政争参照。遊部久蔵j
，W費本論』研究史J;林直道，資本主義の基本的経済法則(上)， (下)， ，経済学雑誌J靖26巻管6号，
磐田巻曹2号"松井清現代資本主義の基木酎睦開法則 「現代資木主義講座J! ; F 凸1日nP-T，
Ein Beitrag zur Monopo1theorie， in Probleme deγtolitischen Okonomuら Bd.3， 1960 
.'5)独占価格および独占刺潤の問題は』 独占菅本主義において平均利潤率ほEうなっている
か，独占利潤と平均利潤とは相互はどのような関係にあるか，という点に帰着するoJ Olsner. 


















(司 直接的課題一平均利潤法則存続の有無， (3) 接近方法一「平均利潤の本質J.
解明を介して， (;的 導きの糸ー l形態とその基礎jという論理的・認識論的
万法，等がうかがわれる。氏に従って，まず(3)からみてみよう。
平均利潤法則の「独自性」・「本質」は r総剰余価値が各部面の資本家のあ
いだに，平等に再分配されるJ(P. 2， 232ベー ジ)乙と， I剰余価値が再分配のため
tこ一括されることJを「直接の基礎とするJr再分配の つの特殊的形態」で
あることに存し，以上壱「総括すれば，平均利潤法則は，剰余価値，剰余価値
6) 見回石介，平均利閏法則について. r佐措学雑誌」第，5巻第3・4号h 昭和31年10月，憤山嗣リ
「マルクス経済学論集」所収。ヨ閣ベ ジはI 本文中に「雑誌J.横山編の順で (p.5， 236ベー
ジ)の ζ とく表示。平融己之吉 l 抽占賞本主義の睦揖理繭」昭和34，~年，木島蝶 「価格と賢本ι，
理論J第8章.昭和40年1月，商須賀，前掲書，に同一見解あり。


























7) K. Marx， Das KaPital， Dietz Ver1ag， Bd. III， S.47， 
ごとく暗記。訳ば長柱部主峰訳「資本稿」青木書陪によった。
以下，本文中に III.S. 47の



















る仕方であるか， ということJ (III， S.167). すなわち一般的利潤率の形成
機構・過程の解明である。これはいかにしてとかれるか。 Iさまざまな生産部“
門における ・利潤率の不等性は，競争による均等化のための条件であり，前J
提である。J(Gr. S. 647，訳.IV， 715ベージ)が，価値どおりの販売，剰余価値
率の一定を前提すれば「相異なる生産部門では，資本の有機的構成 また'
8) K. Marx， Theorien叫 "d同 Mehrωe1't，1959， Bd. 1， S.5.長在部訳， 116へー ジ。以下』
本文中に Mw"1， S.55のζとく略言ι
9) r利潤はただ剰余価値の幻想的な現象形鼠 にすぎないoJマルクスからエンゲルスへの手
紙 1868年4月30日，Briefe俗ber"D叫 KaPital"，1954. S. 168，岡崎訳， (よ)， 195"ージ。
10) rGrundgesetzJの同一用法は向上手紙にあり。しかし K.Marx， G円tndrisseder politisc;h附。'0飽omie，1953では「再生産のために必要な労働時間」とあり，すし意味がもがう (5.549，訳晶
III. 606ベジ)以下v 本文中に Gr.，S. 549のごとく略記入














潤率は， ，全く仮想の (imaginar)，無内容な (haltloのものJ，，無料ichts)の
平均，たんに頭のなかででっちあげられたもの (fancy)Jになり ， ，10000/0で
も100/0でもし刊、ということになろう。J(Mw.， I!， S. 182-183，長川訳， (2)， 51-52ベ
ージ)からである。，競争は水準ー均等化が行なわれれば生ずる水準・ を創










56 (206) 第 97巻 第 2号
給聞の比率が生ずる。J(III， S.222， cf s. 234， 400， 401)。すなわち，利潤率の
相違 資本移動 「生産の拡大または縮少， 商品分量の膨脹または収縮J





らかなように， 7 ノレグスの「利潤翠均等化の法則 (Gesetzdn Ausgleichung 
<ler Profitrate)J(I1I， S.325)・生産価格法則は， 「諸利潤の一般的利閏率への
この均等化は如何にして行なわれるかJ，["どのようにして商品の価値は生産価
格に転化されるか」明を， すなわち「利潤の平均利潤への転形J (第2篇表題)， 















12) マルクスからエソゲルスへの手紙。 1867年7月27日.a. a. 0.， S.142，訳， (上)， 156ベジ。
13) 私のこのような論点は，見田氏の最丘の論士(ボルトケグ 4ツチおよびスイ ジー の「転化」
についての見解 H，同， r経済学雑誌」第50巻第4号，第5号 昭和39年)ではほぼ認められて
いると思われる。例えば「干均利潤率や生産価格 現象をその内的な実体と機構からとらえる
マルクス申方法 J CH， 17ページ)， r平均幸町閏串と生産価格の発生の機構を明かにする 」
(伺， 71ベ ν) 芋々 。






















14) 平均利潤車形成では r~競争』がこれまでのたんなる前提から， ......~媒介項』として登場する」。

































15) 例。星川順一，資本規模の相違と資本の競争. r経新学雑誌」第四巻第3号 i 昭和田年，北原
勇 集積集中み独占.r空回学会雑誌J.輩出巻第5号，昭和33年1 は独占企非独内聞の費本規
模格差に基づく部門間競争の制限，したがって平均利閣法則の崩壊，および部門をとわず同額資
本同一利潤の法則を云う U この発想ますでに J.Steindle， 5mall and Big Business， 1945， 
pp. 11-12，訳， 27-28ヘジ;Maturily and StagnatiQn ~.n America旬 Cザ山lism，1952， pp 
67 -68，邦訳， 87 88ベジに見出される。


































互の関係」とは I多数の資本の突互的作用 (Wechselwirkung)J (Gr.， S 
317訳， !I， 342ベー ジ，および， S. 545，訳， I!， 631ベ ジ)， I資本対資本の行動」


















18) レ ユン「帝国主義」宇高訳，岩波文庫， 30へージ。
19) もちろん一定の価格協定のもとでも』独占体相互間にj 生産費切下げ J シェア 拡大，品質
等をめぐョての競争が激化する西もある。ヴァルガ「世界桂田年報」第7輯，訳， 60 62ベ ジ。
20) ，諸資本の増加はI 資本家聞の腕争を増加する。 K.Marx， Lohnarbeit叫zd Kap~tal， 
Mac疋 E比ge1sWerke， Bu. 6， Diet;，:; Vedi:l，g， 1959. S. 417，長住部訳，岩波士庫， 60ページ。




低劣な下請条件を強制することによって直接に系統的に収奪し，ー J (P. 22. 
243 4へ 引と氏は云われるが，このような「系列J，I下請」関係刊のみられ志部
門は，特殊的利潤率・市場価値形成にかかわる「同一種類・ほぽ同一品質・の












21)系列 tJ， r下請閏骨」に 0¥'ては，論争があるが，ここでは問固にしなU、
，22) 生産価格論でいう「部面 (Sphare)Jは;再生産請でいう「部門 (Abteilung)Jよりよりせま
くi 社会的分業の一環そ担い! つの独立的使用価憧を生産している部面を云うロ冊j ー杖の亜
麻製ヅヤツについてのマルクスの区別， r亜麻栽培業者J. r亜麻蘇#ぷ業者」・「織物業者」







北原，前橋論文，72ベ ジ。 f知U，賃紡j電気機滞J 藤田敬三「日本産業構造と中小企業」昭和40年，260
へージ。各種下請形態の古典的規定は小宮山琢二「日本中小工業研究」昭和16年，32-34ページ参照a
25) 私はz 系列下請による収奪を否定するのでは毛頭なく J ただ系列・下請を特殊的刺潤率不成
立の根拠にしえないと去っているだけである。






























27) セ νプリャコフI 前掲書 42ベジ。



























28) A. Srnith， op. cit.， Chap. 7; D. Ricardo， Pri飽ιipl目"Chap. 4をみよ。
64 (214) 錦町巻第2号
氏は，個別的価値の市場価値への均等化の対応的関係として個別的利潤率の特
























29) r市場価値法則 一駒一価法則は崩壊する。市場には個別的価値が視のまま存在する」。 平
瀬』前掲書， 252ページ。
独占価格と生産価格 (215) 65 
しておこう。 (1) 競争と独占はその対立的側面においてのみとらえられ，独占
が競争から独立に外部から投入されたかのように扱われsベ競争が基本矛盾















費せしめた労働時間によって決定されない， というように作用 TるJ(Mw.， II 
S. 197，訳， 74-75へージ)と云う。それゆえ， 市場価値規定は多面的であり，
「資本家相互聞の競争」が独占に転化するとしても，市場価値の「抽象的JI確
定J.r購買者聞の競争J.I購買者と資本家聞の競争」は規定者として残存しう




5ベー ジ)とし，後者こそ「正当な親定J (21ベ ジ)と云われるが問題があろうむ


























35) 独占利U凋率は必ずしも高〈ないという見解は， G. J. Stiglcr， cat付alaf包dRates 0/ Rehwns 







































































































~8) ，It原勇，市場構造と価格支配， 慶大「経商学年朝J， ，昭和31年， 141ベ シBおよび高d賀
報告に対する北原氏の尭冒(経済理論学会編，前掲書， 82ベー シ)参照。



















の回転 (Rotation) である。J(Mw.， I1， S. 200，長州訳， 79ベージ〉。競争段階に
おいては，需要構浩の変化あるいは景気変動に基因する「需要供給問の比率」





40) K. Marx， Okono皿 isch-philosophischeManuscripte， in Khi11e lj~on9mi~çhe Schrifte叫
1955. s. 96，藤野訳「経荷学哲学干稿」園民文庫， 96ベジ。
41) Smith， op. cit.， p.61，訳， 214ベジ。















































担) 利潤事低下法~U，地代論は再検討しなければならない。このうち， (1)， (2)は御自説を
〈りかえされた訳で，私の廃点は本文中でのべたとおりである。 (3)は，私の第 I節の論点
42) i独占価格は市場価格の一つの具体的形態である。 H.Hemb町民er，"Uber die Heraus-




44) 前出の北車星11説， Bain (Barriers to New Competition， 1956) の参入障壁説， Sylos-
Labini の参入阻止価椿(~費用価格+矛子率， Olig(Jtoly 醐 d Tech町四ιProgr目 s. 1962， 
オー ι一向シベ"'"盟主'"
p. 40)， Hall と Hitchのフルコスト原貝U(~単位あたりの主要費用+共通費用+慣例的利潤ネ
"Price Theory and Business Behaviorぺrep.in Wilson & Andrews (ed.)， 0イo吋
Studies叩 theP1叩 eMechan山 n.1951， p. 113)等色との次元で検討してみたu、。
45) 生産過程から上向した例，重囲澄男，独占末肋間， iマルクス経済学講座J2 ，昭和四年。故白杉民
の労作「独占理論の研究!昭和四年も生産過程でつくられた超過和IJi聞が 萌争段階でどうなるか
を明らかにして執しかったと思われる。










































、に， すでに同書，第8章 (145-156ベ ジ)にわたしの論点がはコきりと強調古れ
てある。
州 本論中の注13)記載の教授の論文では. r転化とし、うのは論理的な転化の意味
だけではなく，現実の転化，しかもたんに日常的でな〈歴史的な転化の意味をもっ
ている。J(2). 58ベージ)とあわ 「日常的」転化と「歴史的な転化」の両者がみ
とめられているようであるが，全体としては後者に重点がおかれている。
